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日本人英語学習者の発音に関する一考察

	 ―明瞭度・理解度・訛りの強さの観点から―

教育デザインコース 英語領域

増尾　佐紀

１. 研究の目的と背景

英語が世界共通語として広く使われ、英語を用い

たノンネイティブスピーカー（NNS）同士のコミュ

ニケーションの機会が増える中で、聞き手が理解し

やすい明瞭度のある発音を目指すことが求められて

いる（Thomson & Derwing, 2014）。

日本の学校教育の場では、英語を用いたコミュニ

ケーション能力の育成を目標に掲げている（文部科

学省 , 2003）。しかし、発話の根幹を成す発音の指

導はあまり積極的に行われていないのが現状である

（柴田・横山・多良 , 2006）。また、上田・大塚（2013）

によると、中学校英語検定教科書における音声指導

項目は改善が見られるものの、実際に指導するかは

教員の裁量による部分が大きいとしている。これら

のことから、日本人中学生の英語発話を対象として

研究をすることで、最終的には中学生に対して重点

的に行うべき発音項目を示唆できればと考えている。

リサーチクエスチョンは以下の 2 つである。

（１）日本人中学生の英語発話は、NS や NNS にとっ

てどの程度の明瞭度・理解度・訛りの強さが

あるのか。

（２）明瞭度・理解度・訛りの強さが高い及び低い

と評価された発話の特徴は何か。

２．方法

２ ‐ １．参加者

・話し手

日本人学習者：国立大学附属中学校 3 年生 9 人

NS：英検 3 級過去問題集付属 CD の発話

・聞き手は、国立大学の留学生と日本人大学生。

２ ‐ ２．題材

（１）発話サンプル

聞き手に聞いてもらうための、日本人中学生の英語

発話。英検 3 級の二次面接で用いられたスクリプトを

一人ずつ音読してもらい、録音したものを元に作成。

（２）評価用紙

聞き手が発話サンプルを聞いて評価する用紙で、

評価項目は以下の通りである。

・明瞭度：発話の音を知覚できているかを測るため、

ディクテーションを行う。

・理解度：①発話内容に関する問いに回答。

　　　　　② 5 段階評価

・訛りの強さ：5 段階評価

２ ‐ ３．手順

①国立大学附属中学校 3 年生に質問紙調査を行う。

②回答を元に 9 人の生徒を選ぶ。

③ 9 人の発話と英検 3 級過去問題集付属 CD（1 つ

の発話）で 10 人分の発話サンプルを作成。

④聞き手に発話サンプルを評価してもらう。

３．今後の展望

聞き手の評価によって得られたデータの分析や、

話し手の英語発話を音声分析ソフト Praat を用いて

分析することで、リサーチクエスチョンを明らかに

していきたい。
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